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DOGFIGHTRACING Road Race Result 



レース 
Race 

2018年の全日本選手権が開幕しました。今季よりGP2クラスに参戦する豊
島怜と当チーム初の女性ライダーとなる小椋華恋がJP250クラスに参戦致
しました。豊島は初のスリックタイヤでのチャレンジに不安と希望を抱え
て臨んだ開幕戦。そして小椋は事前テストから新しく規則で採用となった
ラムエアシステムのセットアップや、様々な車体セットをテストし、レー
スウイークでまとめ上げて上位表彰を目指して臨みました。 

不安定な天気が予想されたウイークでしたが、まさしく天候に振り回され
たウイークとなりました。そのレース結果をご報告致します。 
 

 

トンベイ名 ： 全日本選手権 ＭＦＪカップ 第1戦 茂木大会 
 

開  催 日  ：   2018年4月7、8日  
 

スーレ結果：  GP-2 ＃31 豊島  怜  予選落ち 
                

            JP250 ＃35 小椋華恋        予選16位  決勝9位（クラス4位）           
 
WEBﾘｻﾞﾙﾄ ：  
http://www.mfj.or.jp/user/contents/race_result2018/road_race/2018result/rd01/index.html 



レース 
Race 

J-GP2 豊島怜 ＃31 
250からステップアップした豊島。600は昨年経験済みだがスリックタイヤは初体験。今年はこのスリックタイヤの経験を
積むためにGP2クラスを選択しました。冬からの練習でその難しさに転倒も繰り返しましたが徐々にマシンとも会話が出
来るようになり全日本選手権の事前テストに参加しました。初のレインタイヤでは250時代に苦手意識があったのが嘘のよ
うに好調にタイムを上げ上位陣に遜色のないレベルでは知らせる事が出来て、本人も「雨が好きになった」とコメント。
午後の走行でもトップライダー達の走りから多くを吸収して刺激的なテストを終えました。最後のプライベートテストで
も中古タイヤで57秒台前半で周回を重ねる事が出来るほど順調な仕上がりを見せてレースウイークに臨みました。 
木曜日の走行で57秒0まで自己ベストを更新、更にセットアップを変更してコースインした豊島はセクター^でベストを更
新。56秒台が見えてきた走りでしたが高速コーナーの130Rで転倒。マシンは大破してしまい仕上げてきたメインカーは使
用不能になってしまいました。幸いな事に豊島に怪我は無く金曜日の走行で1からセットアップを開始しましたが思うよう
なフィーリングまでマシンを仕上げる事が出来ないまま土曜日の公式予選を迎えます。朝からの雨が残りコースコンディ
ションはウエット。事前テストのデータに合わせてセットアップを変更して臨んだ公式予選ですがやはりベストな状態に
は程遠く、更に豊島も初めての全日本の雰囲気に呑まれてしまい何度もオーバーラン。最後は最終コーナーでハイサイド
で転倒を喫してしまい予選を終えます。しかし路面はどんどんコンディションが良くなり上位陣はタイムを一気に上げて
ゆきます。この結果豊島のタイムはトップの108%以内のルールにより予選落ちとなってしまいました。 
 
豊島怜コメント 
「J-GP2デビュー戦が終わりました。結果から言うと、予選でアタックする前に転倒し予選不通過でした。木曜日の特ス
ポまでは走る度に自己ベストを更新できて流れは良かったのですが、転倒もあり金曜日のART走行は車体の確認で終了。
予選は雨で、全く乗りこなせないまま転倒してしまいました。GP2にたった1ヶ月乗っただけで、レギュラー参戦している
ライダー、アジアや世界で戦ってきたライダーと対等に走れるとは思っていませんでしたが、目の前で格の違いを見せつ
けられて焦ってしまいました。ただただ悔しいのと同時に、チームやスポンサー各位に申し訳ない気持ちです。今回の開
幕戦では沢山反省するところが見つかり勉強になりました。既に自分もチームも次戦に向けて戦闘モードです。二度と同
じことを繰り返さないよう、今回の反省点をしっかり改善して出直します開幕からズッコケて少し足踏みした分、悔しい
思いをした分、必ず前進します今から次回のテストが楽しみです」 



レース 
Race 

JP250 小椋華恋 ＃35 
移籍後の初レースとなった華恋。YZF-R25と同じマシンでもチームにより使用するパーツやセットアップの方向は大きく
異なります。これらを冬から少しづつセットアップしてきた華恋ですが、満足いくセットにはまだまだ時間が必要な状態
で開幕戦を迎えました。華恋はとても器用なライダーでマシンに負担を掛けない優しいライディングをする為、すり減っ
たタイヤでもそこそこのタイムを出してしまいます。ブレーキングポイントで一気に追いつく見た目から突っ込みの激し
いライダーに思われますが、逆でブレーキをあまり使わない独特のライディングスタイルです。ですがそのままでは更に
速いライダーになるためには足りない物も多く、そのトレーニングを兼ねながらマシンセットアップを詰めてきました。 
迎えた公式予選ではウエット路面の中単独走行になる事が多くなかなかペースが上がりません。終盤にようやくペースを
上げ始めましたが時間が足りづ16番手で公式予選を終える事となりました。 
決勝はウエットパッチが残る微妙なドライコンディション。更にグリッドに並ぶ頃には小雨が降り始めライダーにとって
は判断が無塚しい状況。そのせいもあり決勝は荒れました。まずまずのスタートでオープニングラップを14番手とポジ
ションを上げて帰ってきた華恋。前後には表彰台にのぼった横山選手や田中選手がいます。ですが今週末はマシンのスト
レートが思うように伸びづ上位集団についてゆく事が出来づ後続の集団に飲み込まれてしまいます。13番手争いの集団で
周回を重ね、同じ女性ライダーの  選手とテールtoノーズのドッグファイトを展開。終盤には上位集団の多重クラッ
シュで8番手争いとなり最終ラップを迎えます。意地で  選手を抜き最終コーナーを立ち上がる華恋ですがチェッカーま
でに一台に交わされて惜しくも総合9位（クラス４位）でレースを終えました。 
 
小椋華恋コメント 
「今回のレースは新しいチームで初めてのレースでした。結果は全く満足のいくものではありませんでしたが、難しい路
面コンディションでの走行など学ぶことがとても多いレースとなりました。 
昨年、同じ位置で戦っていたライダー達に見えなくなる位離されてしまったのは本当に悔しかったです。まだまだ自分の
メンタル面の弱い所や、ライディングで改善していかなければいけないところなど多くの課題が見つかりました。また、
ゴール前のストレートで冷静さを欠き危険な走行をしてしまい、他のライダーの方に迷惑をかけてしまったことも深く反
省しています。申し訳ありませんでした。 
第2戦のオートポリスは出場を見合わせるため、次は第3戦の菅生ラウンドになります。それまでにトップグループでの争
いに加われるよう、しっかり準備していきたいと思います。チーム、スポンサー様の多大なご協力に心から感謝していま
す。ありがとうございました。」 



監督コメント 
Ofisyaru Comｍent 

監督コメント 上野勇司 
「木曜日の特別スポーツ走行での豊島の転倒や。その後のマシンセットアップの進め方、全日本初
参戦のライダーの精神的な部分のケアなどに対応しきれず思うようにタイムも伸びず苦戦する形に
なりました。また、JP250でも今年新しくなった規則変更に対してエンジンセットアップを詰め切る事
が出来ずに苦しいウイークを過ごす事となってしまいました。この時点でライダーの経験不足や
チームとしての弱さが出てしまったと感じています。豊島は予選でもレインコンディションに対応でき
ず転倒し、当然ながら思うようにタイムも出せず予選を終えることになりました。結果として予選不
通過という状況で第1戦を終える事になり、ただただ悔しい気持ちしかありません。 
決勝を走りきってこそ、得られるデータやライダースキルの向上があると感じています。そのフィー
ルドにすら立て無かった事へ悔しさをしっかり受け止め改善していかなければと強く感じています。
次戦の菅生に向けて更に気合を入れて準備を進めていきます。チームとして更に強くなった姿で
次戦に臨みます。 

代表コメント 室井秀明 
「4年ぶりの全日本選手権は非常に厳しい幕開けとなりました。二人のライダーにとってこの経験か
ら更に強いライダーになってもらいたいと思います。また勝負への執着心とはいえ最終ラップに危
険な走行をした小椋には深く反省してもらわなければいけません。レースがスポーツであるために
も決して許されないことと厳重注意を言い渡しました。そしてこれは小椋がライダーとして生きてい
くためにも必要な事です。 
レースの中身は厳しい物でしたが、その他の部分では久しぶりの全日本は本当に素晴らしい物で
した。沢山のお客様が応援に駆け付けてくださり、応援の言葉やご協力を頂く事が出来ました。皆
さんの力があってこそレースが出来てるんだなと改めて感じる開幕戦でした。そしてめらめらと闘
志が湧き上がってきました。スロースターターですいません、今更かって怒らないでください。絶対
にリベンジします。」 



Gallery 

ギャラリー 



スポンサー 
Sponcsor 
 

Sponsor 

ご支援・ご協力を賜り誠に有難うございます。次戦も頑張ります！ 


